
震
災
か
ら
10
年 

東
北
の
復
興

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
「
東
日
本
大
震
災
」
発

生
か
ら
10
年
と
な
り
ま
す
。「
巨
大
地
震
」「
大
津

波
」「
原
子
力
発
電
所
事
故
」
と
い
う
複
合
災
害
は
、

死
者
１
万
９
７
２
９
名
、
行
方
不
明
者
２
５
５
９
名
、

住
家
被
害（
全
壊
）約
12
万
戸
、
発
災
直
後
の
避
難
者

数
約
47
万
人（
い
ず
れ
も
２
０
２
０
年
３
月
１
日
現

在
）の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
未
曽
有
の
大
災
害
に
対
し
、
国
は
「
集
中
復

興
期
間
」
と
「
復
興
・
創
生
期
間
」
を
合
わ
せ
た
10

年
間
に
事
業
規
模
約
31
兆
円
に
も
及
ぶ
復
興
事
業
を

行
い
、
鉄
道
、
道
路
、
港
湾
等
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
や

住
宅
再
建
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は

総
仕
上
げ
の
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。
特
に
復
興
道

路
・
復
興
支
援
道
路
は
従
来
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
整

備
が
進
め
ら
れ
、
２
０
２
１
年
度
内
に
計
画
路
線
の

全
線
開
通
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
発
災
か
ら
10
年
を
経
て
、
未
だ
に
多
く
の

方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
福
島
へ
の

対
応
や
被
災
者
の
心
身
の
ケ
ア
、
事
業
再
生
、
風
評

被
害
の
払
拭
等
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、

「
復
興
は
未
だ
道
半
ば
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
10
年
と
い
う
時
の
経
過
に
よ
っ
て
大

震
災
の
記
憶
が
徐
々
に
薄
れ
る
と
と
も
に
、
震
災
を

経
験
し
て
い
な
い
世
代
も
増
加
し
て
お
り
、
震
災
の

教
訓
や
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
風
化
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
大
震
災
を
経
験
し
た
我
々
の
使
命
と

し
て
、
震
災
の
記
憶
と
記
録
、
教
訓
を
継
続
的
に
国

内
外
に
「
発
信
・
伝
承
」
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

を
「
防
災
や
国
土
強
靭
化
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
」
も

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
団
連
の
皆
様
か
ら
は
、
発
災
直
後
の
「
企
業
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
や
、
そ
の
後

の
被
災
地
産
品
に
対
す
る
風
評
払
拭
や
消
費
拡
大
に

向
け
た
「
東
北
復
興
応
援
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
等
、

継
続
的
な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

２
０
１
８
年
と
２
０
２
０
年
に
は
、
経
団
連
と
当
会

と
の
意
見
交
換
の
場
で
あ
る
東
北
地
方
経
済
懇
談
会

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

─
真
の
復
興
「
わ
き
た
つ
東
北
」
の
実
現
に
向
け東

北
経
済
連
合
会
会
長
／
東
北
電
力
会
長

海かいわ
輪 

誠まこと
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に
お
い
て
、「
共
に
震
災
復
興
の
加
速
に
取
り
組
む
」

こ
と
も
共
同
宣
言
と
し
て
表
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
こ
の
間
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々
に
被
災

地
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
様
々
な
支
援
に
よ

り
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

経
団
連
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
、
改
め
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
に
お
い
て
も
、
発
災
直
後
に
は
被
災
地
支
援

緊
急
対
策
を
ま
と
め
た
「
緊
急
要
望
」
や
「
復
興
庁
」

設
置
な
ど
推
進
体
制
等
に
関
す
る
「
提
言
活
動
」
の

ほ
か
、
毎
年
度
、
復
興
施
策
や
予
算
措
置
等
に
関
わ

る
政
府
予
算
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東

経
連
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
産
業
復
興
支
援
や

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
推
進
支

援
、
震
災
経
験
等
を
伝
承
し
て
い
く
「
３
・
11
伝
承

ロ
ー
ド
」
の
取
り
組
み
の
主
体
に
な
る
な
ど
、
復
興

支
援
活
動
を
鋭
意
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
会
と
し
て
は
引
き
続
き
、
経
団
連
を
は
じ
め
関

係
機
関
の
皆
様
の
力
も
お
借
り
し
な
が
ら
、
被
災

地
・
東
北
の
復
興
・
創
生
に
向
け
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
わ
き
た
つ
東
北
」と

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
₅
つ
の
提
言
」

　

さ
ら
に
当
会
で
は
、
被
災
地
を
含
む
東
北
・
新
潟

の
自
立
的
な
復
興
と
、
長
期
的
な
人
口
減
少
の
も
と

で
も
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
、

図表　デュアルライフ東北　～多様な暮らし方、働き方の先進地へ～

●「デュアルライフ東北」は、従来の二地域居住やUIJターンのみならず、働く場所と暮らす場所との関係
を解放すべくリモートワークと兼業・副業を組み合わせること等により、東北と首都圏等の二地域
（デュアル）に暮らしや働きの場・機会を持ち、双方の良さを享受・満喫する暮らし方・働き方が可能な
エリアを目指すものです。
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ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
「
わ
き
た
つ
東
北
」
を
策
定

（
２
０
１
７
年
１
月
）し
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
た
施

策（
注
）を
オ
ー
ル
東
北（
自
治
体
、
大
学
、
経
済
界
、
金

融
機
関
）の
体
制
で
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
、「
大
都
市
集
中
リ
ス
ク
」
や
「
デ

ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
」
と
い
う
我
が
国
の
脆
弱
性
が
顕

在
化
し
、
非
接
触
型
の
社
会
行
動
の
定
着
や
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
等
の
新
し
い
働
き
方
の
広
が
り
な
ど
、
新

た
な
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
が
今
後
、
大
都
市
圏
か
ら
地
方
へ

の
機
能
分
散
・
多
核
拠
点
化
を
加
速
さ
せ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
会
で
は
、
東
北
・
新
潟
が

「
地
方
分
散
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
」
と
の
決

意
の
も
と
、
２
０
２
０
年
10
月
に
﹃
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
・
５
つ
の
提
言
﹄
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

本
提
言
の
柱
は
「
デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
東
北
」
で
す
。

こ
れ
は
、
働
く
場
所
と
住
む
場
所
と
の
関
係
を
解
放

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
や
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
東
北
・
新
潟
と
首
都
圏
双
方
の
良
さ
を
享
受
・
満

喫
す
る
暮
ら
し
方
・
働
き
方
を
可
能
と
す
る
エ
リ
ア

を
目
指
す
こ
と
で
、
両
地
域
のW

in-W
in

の
関
係
を

構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
大
前
提
と
な
る
の
が
デ
ジ
タ
ル

化
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

の
推
進
で
す
。
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
地
域
産
業
の
自

立
・
成
長
を
実
現
し
、
地
域
資
源
で
あ
る
農
業
・
観

光
を
磨
き
上
げ
、地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
。そ

れ
が
東
北
・
新
潟
に
暮
ら
し
の
拠
点
を
持
つ
関
係
人

口
の
増
加
に
繋
が
る
、
と
い
う
好
循
環
を
も
た
ら
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ひ
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
動
き
が
東
北
・
新
潟
の「
真
の
復
興
」「
わ
き
た

つ
東
北
」
実
現
に
結
び
付
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

感
謝
と
と
も
に
東
北
の＂
い
ま
＂を
発
信

「
東
北
ハ
ウ
ス
」

治
体
、
観
光
関
係
者
等
に
よ
る
「
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果
で
、

東
北
・
新
潟
へ
の
誘
客
の
流
れ
を
作
り
、
地
域
経
済

の
回
復
に
弾
み
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
経
団
連
会
員
企
業
の
皆
様
か
ら
も
協
賛
金

な
ど
で
ご
支
援
を
頂
戴
し
て
お
り
、
誌
面
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
夏
実
施
す
る
「
東
北
ハ
ウ

ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。「
東
北
ハ
ウ
ス
」
は

発
災
か
ら
10
年
の
節
目
に
、「
世
界
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
」

や
「
復
興
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん
で
い
る
元

気
で
安
心
な
東
北
の
姿
」「
日
本
の
他
地
域

で
は
味
わ
え
な
い
観
光
地＂
東
北
・
新
潟
＂の

魅
力
」
の
発
信
を
目
的
に
、
７
月
22
日
～

８
月
７
日
ま
で
の
17
日
間
、
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅

前
の
「
ア
キ
バ
・
ス
ク
エ
ア
」
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
１
年
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の
回
復
の
契
機
と

す
る
た
め
に
も
、
万
全
な
感
染
防
止
対
策
な

ど
、
開
催
に
向
け
た
準
備
を
し
っ
か
り
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

₄
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
₆
社
や
自

 （注）具体的には、３つの柱：①地域社会の持続性と魅力の向上、②稼ぐ力の強化、③交流の加速

東北・新潟の情報発信拠点事業

詳しくはホームページをご覧ください

開催期間　７／22（木）～８／７（土）
会　　場　ＪＲ秋葉原駅前「アキバ・スクエア」

検索東北ハウス
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